
 

      

      

お
田
植
感
謝
の
夕
べ 

～
み
ん
な
で
灯
そ
う
千
枚
田
～ 

開
催
の
お
知
ら
せ 

 

日
本
三
大
石
積
棚
田
を
築
い
た
偉
大

な
先
人
の
功
績
を
偲
び
、
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
催
し
。
田
植
え
の
終
わ
っ
た
六

月
の
第
一
土
曜
日
を
「
昔
の
農
休
み
」
と

捉
え
、
急
傾
斜
地
の
沿
道
に
千
五
百
本
の

ロ
ウ
ソ
ク
が
映
え
る
。
灯
は
幽
玄(

幻
想

的)

の
世
界
を
醸
し
出
し
、
来
る
人
々
の

束
の
間
の
癒
し
の
場
と
な
り
、
評
判
が
評

判
を
呼
び
、
大
き
な
催
し
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。 

会
場
に
は
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
旧
連

谷
小
学
校
駐
車
場
か
ら
Ｊ
Ａ
愛
知
東
の

ご
好
意
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
。 

 

催
し
に
は
元
手
が
か
か
る
。
会
場
で
は

田
ん
ぼ
を
荒
ら
し
ま
く
っ
た
イ
ノ
シ
シ

を
捕
獲
、
有
効
活
用
し
た
シ
シ
汁
や
「
棚

田
っ
娘
」
の
千
枚
田
五
平
餅
、
お
馴
染
み

「
鳥
長
」
の
焼
き
肉
な
ど
思
い
思
い
の
バ

ザ
ー
を
展
開
。
ま
た
、
八
雲
だ
ん
ご
や
ヤ

マ
サ
ち
く
わ(

キ
ッ
チ
ン
カ
ー)

も
出
店

協
力
を
仰
ぐ
。
無
論
、
会
場
に
は
来
年
開

催
を
占
う
協
力
金
箱
な
ど
も
設
置
す
る
。 

 

ま
た
、
天
空
を
彩
る
打
ち
上
げ
花
火

(

二
十
発)

も
好
評
で
、
現
在
予
約
中
で
あ

る
が
、
数
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。 

 

沿
道
の
ロ
ウ
ソ
ク
設
置
、
点
灯
な
ど
に

Ｊ
Ａ
愛
知
東
鳳
来
寺
支
店
の
役
員
の
皆

さ
ん
や
地
元
の
神
星
工
業
社
員
な
ど
多

く
の
皆
さ
ん
の
協
力
、
申
し
出
が
あ
り
大

変
心
強
く
、
感
謝
の
至
り
で
す
。
な
お
、

設
営
は
十
四
時
か
ら
行
い
ま
す
。
一
般
の

方
も
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

平
成
十
八
年
か
ら
お
天
道
様
の
ご
好

意
、
協
力
で
雨
知
ら
ず
で
開
催
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
今
年
も
、
こ
れ
か
ら
も
千
枚
田

共
々
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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お田植感謝 
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開催日時 令和 7 年 6 月 7 日(土)午後 7 時から 
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協 力:愛知県ふるさと指導員 

お
知
ら
せ 

五
月
三
十
一
日(

土)

、
午
前
八
時

か
ら
「
お
田
植
感
謝
の
夕
べ
」
を
視

野
に
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。 

 



 

Ｊ
Ａ
こ
ど
も
農
学
校
の
田
植
え 

Ｊ
Ａ
愛
知
東
が
主
催
す
る
「
こ
ど
も
農

学
校
の
田
植
え
体
験
」
が
十
日
、
四
谷
の

千
枚
田
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
六
十
人
の

子
供
た
ち
は
裸
足
で
田
ん
ぼ
の
泥
に
足

を
取
ら
れ
な
が
ら
も
丁
寧
に
ミ
ネ
ア
サ

ヒ
の
苗
を
植
え
て
い
っ
た
。 

田
植
え
は
一
時
間
ほ
ど
で
終
わ
り
、
六
枚

の
棚
田
約
五
㌃
に
稲
の
苗
が
き
れ
い
に

並
ん
だ
。 

 

子
ど
も
た
ち
に
四
谷
の
千
枚
田
は
千

五
百
万
年
前
の
火
山
活
動
で
噴
火
、
転
が

っ
て
き
た
石
を
積
み
上
げ
て
築
い
た
田

ん
ぼ
で
日
本
三
大
石
積
棚
田
で
あ
る
。
ま

た
、
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
場
所
で
も
あ

り
「
仏
法
僧
」
も
鳴
く
と
説
明
し
た
。 

こ
ど
も
農
学
校
は
Ｊ
Ａ
愛
知
東
管
内
の

小
学
三
年
生
か
ら
六
年
生
を
対
象
と
し

た
学
校
通
年
型(

年
十
回)

農
業
体
験
イ

ベ
ン
ト
。
二
十
年
目
を
迎
え
た
今
年
度
の

農
学
校
に
は
小
学
校
十
四
校
か
ら
六
十

人
の
児
童
が
参
加
、
農
業
体
験
を
学
ぶ
。 

 

豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
の
田
植
え 

 

同
校
は
、「
食
の
原
点
を
知
る
」
を
テ
ー

マ
に
平
成
十
八
年
か
ら
四
谷
の
千
枚
田

で
米
つ
く
り
を
実
践
。
自
ら
育
て
た
米
一

粒
の
大
切
さ
を
体
感
す
る
た
め
、
田
植
え
、

田
の
草
取
り
、
稲
刈
り
、
脱
穀
と
年
に
四

回
学
習
す
る
。 

 

五
月
八
日
、
二
十
一
名
の
学
生
は
新
城

市
鳳
来
総
合
支
所
請
井
支
所
長
か
ら
素

晴
ら
し
い
景
観
を
保
持
し
て
い
る
四
谷

の
千
枚
田
を
堪
能
、
実
の
あ
る
稲
作
体
験

を
期
待
し
ま
す
。
東
海
農
政
局
愛
知
県
拠

点
奥
平
地
方
参
事
官
か
ら
四
谷
の
千
枚

田
は
棚
田
百
選
・
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
に
認

定
。
日
本
の
多
く
の
棚
田
は
お
米
の
供
給

と
か
伝
統
文
化
の
継
承
、
国
土
保
全
な
ど

多
く
の
機
能
を
有
し
て
お
り
、
貴
重
な
我

が
国
の
財
産
で
あ
る
棚
田
を
次
世
代
に

繋
げ
る
こ
と
が
農
水
省
に
と
っ
て
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
当
然
農
業
者

の
方
々
、
多
様
な
主
団
体
と
の
連
携
強
化

も
必
要
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
四
月
に
食

糧
基
本
法
の
改
正=

食
品
ロ
ス
の
軽
減
、

地
産
地
消(

国
内
産)

な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

田
植
え
を
行
う
前
に
学
生
た
ち
に
先

輩
た
ち
が
行
っ
て
き
た
生
育
調
査
の
結

果
か
ら
稲
の
苗
を
二
本
か
ら
三
本
を
基

準
に
植
え
る
と
、
分
け
つ
し
て
一
株
が
約

二
十
本
に
な
り
、
無
効
分
け
つ(

実
が
な

ら
な
い
茎)
が
少
な
く
、
稲
が
倒
状
し
に

く
く
、
品
質
の
良
い
米
が
収
穫
で
き
た
。

等
々
、
植
え
る
間
隔
と
生
育
状
態
、
一
粒

の
米
の
大
切
さ
の
説
明
を
行
い
田
植
え

を
開
始
し
た
。
植
え
終
わ
っ
た
状
態
を
み

て
も
、
手
直
し
も
い
ら
な
い
く
ら
い
丁
寧

に
植
え
ら
れ
て
い
た
。…

や
れ
や
れ…

。 
 
 ヤ

マ
サ
ち
く
わ
の
田
植
え 

 

十
一
日
、
恒
例
と
な
っ
た
「
ヤ
マ
サ
ち

く
わ
」
は
社
員
研
修
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

一
環
と
し
た
田
植
え
が
原
田
英
史(

理

事)

の
指
導
で
行
わ
れ
た
。 

 

開
始
前
に
恒
例
に
な
っ
た
挨
拶
で
は
、

高
齢
化
、
獣
害
被
害
の
拡
大
、
用
水(

湧
き

水)

の
減
少
な
ど
現
状
維
持
の
苦
労
話
な

ど
を
お
聞
き
い
た
だ
い
た
。 

な
お
、
佐
藤
社
長
は
千
枚
田
の
保
存
継
承

に
は
多
岐
に
渡
り
大
き
な
理
解
を
戴
い

て
い
る
。 

     

行 
 

令

和

七
年

五

月

十

五
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鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
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責 
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山 

舜 

二 

四谷の千枚田のめぐみプロジェクト  
今年のお田植え祭り、お天道様にも恵

まれて気持ちの良い五月晴れ、まさに(立
春) とおやんが立てた鯉のぼりが棚田に
めちゃ似合っていてほれぼれ～ 今年一
緒に米作りをする「OH！援隊」は去年と比
べて倍の方から申し込みがあり嬉しい限
り。とにかく、少しでも米作りや田んぼに
興味を持ってくださる方が増え、とおや
んの活動を応援されている手応えを感じ
て泣けちゃう。午前に一番小さな田んぼ
に子供たちメインで手植えを 2 歳児さん
もママと一緒に体験！去年初めて参加し
た子供たちが慣れた手つきでやっている
のがとても頼もしい。その子供たちがご
実家に帰った時におばあちゃんに僕たち
がお手伝いしたお米は今までで一番美味
しかったんだよと言っていたらしくお母
さんがみんなにシェアしてくれて感激で
胸がいっぱいに(とおやん相当嬉しかっ
たと思うわ！) 田植えが終わってみんな
でお昼ご飯。とおやんが作ったミネアサ
ヒをかあやんの土鍋炊きおむすびはに皆
笑顔。(中略)。四谷の千枚田のめぐみプロ
ジェクト、ちょっとずつ達成できている
ことが本当に本当に嬉しい。子供たちが
川でびしょびしょになってカニを捕った
りする姿ほほえましいし、それができる
環境をずっと残したいって強く思います
田植えの後の草取りが一番大変と同時に
梅仕事も真っ盛りな時期大変だけれど自
然と向き合って日々を過ごしていくこと
生かされているという実感と幸せと感じ
ることが多く、ありがたい限りこれから
も応援よろしくお願いします。伊藤千恵                  
(※とおやん=伊藤健司 PL) 


